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さ
わ
や
 ガ
な
舐
 有
れ
の
も
と
、
体
育
の
日
（
㏄
 
月
 竹
口
）
総
合
 グ
 

ラ
ウ
ン
ド
に
あ
い
て
ク
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 ガ
開
 催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
で
九
目
を
数
え
る
こ
の
大
会
、
町
内
各
区
ガ
 
ら
 六
十
四
チ
ー
ム
 

五
百
人
を
甘
え
る
 人
ガ
洛
卸
 し
 拮
 果
は
次
の
と
 お
 り
て
し
た
。
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ー
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一
位
大
崎
利
男
（
山
田
畔
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二
位
小
池
宗
夫
夫
 -
 
南
山
田
）
三
位
中
野
 

丑
 
（
鍋
田
）
 

Ⅰ
コ
ー
ト
一
位
河
合
喜
久
桂
二
日
切
百
 

合
 野
 ）
二
位
河
合
和
男
（
 戸
切
 百
台
野
）
 

三
位
野
上
よ
し
子
 -
 
ス
タ
ー
レ
デ
ィ
ー
）
 

甘
 コ
ー
ト
一
位
越
智
青
簾
（
山
田
仲
）
 

二
位
上
野
秋
生
（
 % 高
田
）
三
位
牧
野
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一
夫
 -
 
百
合
 ケ
 五
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自
 コ
ー
ト
一
位
田
中
英
一
（
 
臆
ヴ
五
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二
位
木
原
天
生
 -
 
リ
フ
ト
パ
レ
ー
ク
ラ
フ
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三
位
古
山
松
夫
（
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白
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Ⅰ 

便
 局
な
ど
の
口
座
か
ら
引
き
落
と
す
 

口
座
振
替
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。
 

申
込
み
用
紙
は
、
町
内
金
融
機
関
 

に
 用
意
し
て
い
ま
す
、
次
の
も
の
を
 

持
参
の
 う
え
 、
手
続
き
を
し
て
：
 
た
 

ト
 @
 
い
 。
 

1
.
 預
金
 穂
荻
 

2
.
 預
金
通
帳
届
出
の
印
 
娃
 

3
.
 国
民
年
金
保
険
料
納
付
 
蕃
 

な
 小
確
実
な
口
座
振
替
が
便
利
で
 

国
民
年
金
保
険
料
は
忘
れ
す
。
ぜ
ひ
利
用
 く
だ
さ
い
。
 

ヲ
に
 納
め
ま
し
ょ
う
 

年
金
未
納
期
間
は
 2
 
年
収
 

-
 Ⅰ
 

対と 9 と練 
ト康 

  
か て 

右目 l 一で七人切 

  3  い 、 ）   
5 ， 職をた き） と 何 千 30  市 

も は 2  袖 柴添 返 る も 市 前日 法 

毒
手
続
き
は
 

Ⅱ
 月
舶
日
 ま
で
 /
 

ほ
 福
祉
特
別
給
付
金
 

平
成
川
 年
 分
所
得
税
な
ど
の
特
別
法
 

%
 め
 追
加
実
施
に
門
遠
し
、
一
定
壬
申
 

眩
 当
の
人
に
対
し
て
、
国
か
ら
臨
時
 福
 

祉
 特
別
 拾
 付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

本
人
及
 び
 扶
養
家
族
の
方
の
課
税
 状
 

況
な
ど
に
よ
り
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
も
 

あ
り
ま
す
の
で
、
如
月
㎎
日
号
の
広
報
 

に
 折
り
込
み
し
で
い
る
パ
ン
フ
 し
ッ
ト
 

や
よ
く
お
読
み
に
な
り
、
該
当
さ
れ
る
 

人
は
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

申
請
 期
仮
 
Ⅱ
 月
 ㏄
 日
 ま
で
 

申
請
場
所
役
場
一
時
一
 0
 
一
会
 鰍
 

棄
 ・
二
階
福
祉
課
 

持
っ
て
く
る
 牡
 

・
 印
韓
 ・
振
込
通
帳
 

米
 郵
便
局
は
掻
 込
 で
き
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
 
へ
 

注
走
 
Ⅱ
 用
 即
日
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
 

ノ
 
Ⅱ
 

毎
週
土
曜
日
の
夜
サ
ン
リ
ー
ア
 イ
 で
 

練
習
を
し
て
、
各
種
催
し
に
出
演
し
て
 

い
ま
す
。
 

初
心
者
で
も
熱
心
な
人
 巌
逆
 し
ま
す
。
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１
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3
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へ
 

  

用
 ℡
日
号
、
 
6
 

せ
し
ま
し
た
 岡
 

事
事
業
者
が
 

な
り
ま
し
た
。
 

今
後
、
さ
ら
 

業
者
が
増
え
た
場
合
は
 

ら
せ
し
ま
す
。
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介護支援センター 呑 282-5167 ●・ ン Ⅰ
行
い
ま
す
。
健
生
づ
く
り
の
た
め
ふ
る
っ
 

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
 

-4688 
容 282-121 

と
き
に
同
 
6
 

Ⅱ
（
 日
一
 

Ⅰ
 l
 

と
こ
ろ
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

主
催
阿
川
町
 体
台
 協
会
 

男
子
の
部
 

小
半
 3
 年
生
以
 ド
 

一
キ
ロ
 

小
半
 4
 牛
山
川
Ⅱ
二
キ
ロ
 

Ⅲ
半
生
・
 
百
 校
生
以
上
空
 歳
 似
卜
 

  

  女 8  30 
小子二歳 
学のキ @.t 
l@L  部 ロ   

 
 
岡
垣
町
陸
上
長
距
離
走
 

大
会
参
加
者
募
集
 

ト
 も
用
五
 

で
く
だ
さ
 

米
町
 だ
 ち
 

た
 、
フ
ェ
 

為
り
ま
し
 

問
い
合
わ
 

容
 2
8
2
 

の
甲
 お
も
ち
ゃ
Ⅶ
 井
館
 を
川
 沖
 し
て
い
 

ま
す
，
 
ば
 Ⅱ
は
ク
リ
ス
マ
ス
ブ
レ
ゼ
ン
 

い
と
要
月
に
 該
 出
し
て
い
て
も
 起
胎
き
 

れ
ま
せ
ん
 

ト
ラ
ッ
ク
 
周
 Ⅱ
の
 臆
距
 抑
止
大
会
 を
 

し
て
い
ま
す
の
で
遊
び
に
束
 

 
 
 
 も

っ
子
供
が
 吋
牧
 で
す
。
ま
 

ル
 
ト
 の
生
地
・
は
 ぎ
 れ
で
も
 

た
ら
 許
賂
 を
お
Ⅶ
い
し
ま
ず
：
 

せ
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
 
江
 ロ
 

ー
 3
2
4
4
 

ハ
、
 

 
 

 
 

冊
 城
代
・
 甜
接
代
い
メ
 9
 れ
 

中
学
生
以
上
羽
 隅
 似
卜
 

第
一
回
ま
つ
り
希
望
 
舎
 
（
 
9
 月
は
日
）
を
盛
会
に
終
了
で
き
ま
し
た
。
 
皆
 さ
ま
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。
 

も
 声
を
か
け
で
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
 

折
 ㎏
 幣
 ，
 察
冊
 生
活
安
全
地
域
 甘 
末
の
皆
さ
ん
に
発
火
の
場
 

調
む
 6
9
1
 
１
 0
1
1
0
 

へ
 

を
捉
 供
し
、
音
楽
の
ま
ち
づ
く
り
を
 企
 

  

稲
川
県
内
で
平
成
川
 年
 1
 用
力
 ら
 8
 

Ⅱ
ま
で
に
シ
ン
ナ
ー
や
克
せ
い
刑
な
ど
 

の
菓
物
乱
用
で
検
挙
・
 補
叩
 さ
れ
た
 少
 

乍
 少
女
は
四
打
八
十
円
 人
 に
な
り
ま
す
，
 

薬
物
の
恐
ろ
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
 う
 

た
め
に
小
・
 
中
 ・
 而
 校
な
ど
で
 明
物
 乱
 

用
防
止
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
・
・
 

薬
物
乱
用
防
止
教
室
だ
け
で
な
 ィ
、
、
 

地
域
で
行
わ
れ
る
弔
し
な
ど
、
い
っ
で
 

輯
 ラ
ン
ポ
ー
 

（
薬
物
乱
用
防
止
）
教
室
 

出
張
し
ま
す
 ｜
 

 
 

Ⅱ
（
数
台
 委
 Ⅱ
会
礼
余
教
材
 採
内
一
へ
 

が
 悪
 い
 場
合
は
中
止
し
ま
す
。
 

 
 

今
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「
わ
く
わ
く
ワ
ー
プ
コ
」
 

米
州
Ⅱ
，
南
天
な
ど
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
状
況
い
ち
ご
 

塾
 
（
文
化
 講
月
 ・
㊥
 

す
の
で
、
参
加
料
を
添
え
て
申
し
込
ん
 

で
く
だ
さ
い
、
な
お
、
小
中
イ
牛
は
保
 

花
井
の
承
徳
を
女
け
て
参
加
し
て
く
だ
 

玉
 」
 い
，
 

㏄
 歳
以
 Ⅱ
 
一
 い
ず
れ
も
二
キ
ロ
 一
 

参
加
対
象
 

岡
 川
町
代
任
（
小
半
生
以
上
一
も
し
 

く
は
町
内
在
何
の
男
女
で
、
竹
冊
に
練
 

習
を
し
 健
 Ⅲ
 な
 人
 

参
加
料
 

小
山
学
生
二
百
円
・
一
冊
三
百
Ⅲ
 

 
 

一
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ず
れ
も
 保
倹
 Ⅱ
を
含
む
）
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込
方
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当
 Ⅱ
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か
ら
受
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を
行
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ま
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皿
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ト
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n
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ー
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ド
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「
 ナ
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 ト
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ャ
ッ
フ
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な
ど
で
 活
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 @
 

テ
レ
ビ
出
演
の
・
 
力
 Ⅰ
、
エ
ッ
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ー
な
 

ビ
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助
も
 Ⅰ
 ウ
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ル
チ
 な
 フ
リ
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キ
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ス
タ
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き
 
Ⅱ
Ⅱ
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一
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 -
 
開
場
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向
後
 6
 時
 比
分
開
 Ⅲ
Ⅱ
 卸
 後
 6
 時
 %
 分
 

と
こ
ろ
Ⅱ
ト
ー
レ
 

（
プ
ラ
ザ
 風
こ
波
 ）
 

タ
イ
ト
ル
弗
の
良
く
な
る
 帝
叩
会
 

（
文
化
講
演
会
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講
師
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マ
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画
 し
て
い
ま
す
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出
演
者
 
装
 ，
 衛
 公
一
近
代
大
正
琴
一
 

曲
目
代
謡
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ま
で
 

と
 

き
 

Ⅱ
 @
,
0
 Ⅱ
 
一
 金
一
 
T
 後
 6
 時
 

㎝
分
か
ら
 7
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
 

入
場
料
血
粘
 

来
 た
だ
今
、
出
演
者
 窩
旺
 Ⅲ
 @
.
 気
軽
に
 

旧
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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Ⅱ
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木
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仔
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Ⅱ
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一
 い
ず
れ
も
 

円
円
午
前
㏄
 時
 ㎝
分
か
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 ぱ
 時
ま
で
 

三
川
Ⅱ
午
後
 1
 時
か
ら
 2
 時
㎝
 か
 ま
で
 -
 

と
こ
ろ
パ
ソ
コ
ン
 室
 

受
講
料
 
L
 Ⅲ
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各
Ⅰ
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教
材
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八
ガ
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ま
す
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締
切
目
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日
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一
週
刊
前
ま
で
で
 

す
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だ
し
 定
貝
 に
な
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第
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め
切
 

り
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打
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
で
約
五
万
 几
 r
 

人
の
 ヵ
 ナ
ダ
入
が
亡
く
な
っ
て
 、
 約
 し
 

Ⅱ
万
人
Ⅰ
人
が
 窩
 つ
い
た
若
く
で
人
 

  

ロ
 が
 少
な
い
Ⅲ
に
と
っ
て
、
そ
う
い
う
 

こ
と
は
大
変
な
こ
と
だ
と
Ⅲ
わ
れ
で
い
 

た
，
僕
に
と
っ
て
、
個
人
的
な
意
 児
 だ
 

が
、
戦
争
で
一
人
の
人
Ⅲ
を
 失
う
こ
レ
 -
 

は
 ㎜
 目
ハ
 だ
と
 思
う
 。
 

イ
ギ
リ
ス
か
ら
 仙
曲
 ・
 
し
た
 カ
ナ
ダ
に
 

傾
 も
で
き
な
か
っ
た
と
 下
 わ
れ
て
い
た
，
 

第
一
次
世
外
 咄
 争
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
 

行
わ
れ
て
、
 
ヵ
ナ
グ
 
の
ル
ー
ツ
は
 コ
 ー
 

ロ
ッ
パ
の
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
か
ら
 

流
れ
て
き
た
の
で
、
恩
田
を
肋
け
て
 桟
 

う
の
は
Ⅰ
 然
 な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
と
 

Ⅲ
わ
れ
で
 い
 た
 

ボ ー パンの 日 
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言己 「 Rememberance  Day 」 
て
も
、
Ⅲ
私
の
他
生
の
た
め
に
戦
争
 

で
 亡
く
な
ら
れ
た
の
は
 人
 Ⅲ
的
に
Ⅱ
 

ぃ
 Ⅲ
 肺
 だ
と
 恩
ぅ
 。
 

又
 は
タ
イ
で
Ⅲ
 l
H
 と
し
て
Ⅲ
の
 

梗
傍
 千
束
た
し
て
、
 
英
 Ⅵ
記
念
Ⅱ
 や
 

小
隊
に
Ⅲ
ず
る
休
み
な
 ビ
 が
あ
れ
ば
、
 

だ
い
た
い
休
む
。
僕
も
㎎
接
に
な
っ
 

で
家
か
ら
出
で
市
内
で
・
 

入
 れ
し
を
 

す
る
 
胴
 ま
で
は
父
と
休
み
を
取
っ
・
 て
、
 

い
っ
し
ょ
に
小
体
の
果
を
参
㌧
て
ゆ
っ
 

く
り
過
ご
し
た
，
 
ザ
 校
が
あ
っ
て
も
、
 

ズ
は
 授
に
を
休
ま
せ
で
く
れ
て
、
い
っ
 

し
ょ
に
色
々
な
こ
と
を
し
て
色
々
な
 

こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
た
。
 

父
 は
げ
様
の
体
験
な
ど
の
話
は
し
 

な
い
け
れ
ど
、
記
念
Ⅱ
に
は
、
様
々
 

）
 
 
 

と
っ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
 

人
舷
尭
は
 
・
 

初
め
て
の
戦
い
の
 
よ
う
 で
、
他
の
回
 

を
 助
け
て
戦
争
を
行
 
う
 こ
と
で
、
 
カ
 

ナ
ダ
 に
対
し
て
の
初
め
て
の
 

珪
呵
 ・
 
心
 

は
 ・
八
六
 

l
J
 

午
の
 

ビ
川
 -
 Ⅱ
は
同
素
 

の
挺
 Ⅱ
で
は
な
く
、
あ
の
こ
ろ
に
 

芯
 

じ
ら
れ
始
め
た
の
で
、
Ⅱ
宝
の
捉
 

牛
 

は
 ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
 
洩
サ
 か
ら
の
よ
 

、
っ
 
だ
。
・
八
六
七
年
の
政
治
的
と
軽
 

荷
 的
な
も
の
の
統
一
は
何
と
い
っ
て
 

も
 珂
に
と
っ
て
大
江
な
こ
と
だ
が
、
 

受
 Ⅱ
心
と
い
う
こ
と
も
人
切
だ
ろ
う
 

そ
う
い
う
こ
と
が
，
・
Ⅱ
 

、
玉
 
Ⅰ
認
め
ら
れ
 

石
 

Ⅰ
 
T
 
 
 

 
 

申
 
-
 
ヰ
 

山
 
・
 
従
 Ⅱ
が
あ
る
。
 

 
 

ア
メ
リ
カ
で
は
 毎
白
 Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
に
後
 

臼
 Ⅲ
人
の
Ⅱ
が
あ
っ
で
、
 

ヵ
ナ
ダ
 
で
も
 

 
 

レ 
 
 

 
 

 
 
 
 

と
 
Ⅲ
な
と
 

カ
歩
 
る
と
い
・
 

っ
 
ご
と
 

カ
刀
カ
 

 
 

の
飲
の
の
 

毛
を
 
7
%
 

の
 
上
Ⅰ
 

l
 

る
よ
っ
に
 

な
 
Ⅰ
 
て
、
 

Ⅲ
塚
は
川
家
と
 

球
 
し
り
 
ず
 

冊
プ
 一
冊
 

共
に
 
伐
 
い
を
避
け
る
と
い
う
前
任
 

を
 

 
 

口
口
 

ム
レ
 

持
っ
て
、
 

伽
 
此
に
伐
っ
で
け
ん
か
を
 

 
 

 
 
 
 

n
 

光
る
の
は
耶
を
兜
す
よ
う
な
 

-
 
ニ
 
@
 
だ
 

 
 

と
 
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
 

e
 
Ⅰ
Ⅰ
 

 
 

世
は
父
の
拘
人
的
な
体
験
 

を
 
モ
け
 n
 

 
 

 
 

 
 

と
き
 
川
 

2
9
l
l
(
l
l
)
T
l
,
 

世
 
時
 

分
か
ら
 
時
 

ま
で
と
 

Ⅱ
 
3
0
 

l
 
A
 

加
 
定
員
 
人
締
切
 

日
 
l
l
)
J
2
5
@
l
(
 

:
@
@
0
 

門
、
 
合
わ
せ
い
 
れ
も
」
 
i
l
M
 
地
抽
刊
よ
へ
 

す
 

な
く
て
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
父
と
Ⅱ
 

甘
 e
 

 
 

じ
 
よ
 
う
 
に
考
え
で
、
人
牧
し
 

-
 

 
 

こ
と
に
ロ
味
が
あ
る
と
僕
は
旭
 

ぅ
 

輔
描
 
足
立
 
チ
 

と
 
Ⅱ
 
っ
 
て
も
が
な
こ
と
だ
ろ
う
，
 

僕
 

Ⅱ
Ⅱ
 
ィ
，
で
 

）
 
キ
 -
 
｜
 

が
、
何
ょ
 

 
 
 
 
王
 
記
念
Ⅱ
の
 

休
 
み
を
取
る
こ
と
は
 

ヵ
 

チ
タ
 
を
 
叩
 
敬
す
る
と
 

ボ
 
Ⅰ
 
、
 
「
こ
と
だ
け
 

 
 

介
 
し
た
人
だ
ち
を
記
念
し
て
 

反
劣
ず
 

る
た
め
だ
，
反
省
す
る
の
は
カ
ナ
ダ
 

0
0
O
O
O
O
O
 

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
 

O
O
O
 

 
 

っ
 こ
と
を
す
る
の
は
 

く
 、
 牡
争
や
 ・
人
殺
し
、
友
人
の
大
 0
0
O
O
O
O
O
 

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
0
0
0
 

O
O
O
 

な
こ
と
を
教
え
て
も
ら
え
た
 

て
 は
 

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
 軍
 上
げ
に
な
る
学
 

よ
 り
 

校
に
行
っ
て
 、
 培
い
こ
ろ
に
Ⅲ
隊
に
 

人
 る
希
胡
 一
七
 

+
 
ゲ
 曲
目
く
拙
い
で
い
た
，
 入
 

る
 -
 
Ⅲ
に
 

7
%
 

の
 仕
 Ⅱ
 ば
 栄
光
ば
か
り
 

で
、
同
氏
に
沖
 敬
 さ
れ
る
と
Ⅱ
う
こ
 

と
だ
け
、
・
 
而
 い
っ
た
 ，
 
了
っ
た
 

つ
い
に
小
人
に
な
っ
て
か
ら
・
Ⅱ
 

人
と
 タ
イ
人
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
 

ど
こ
の
Ⅱ
で
も
 技
 や
で
失
命
し
た
人
 

た
ら
も
 人
 ℡
な
の
で
、
戦
争
と
人
殺
 

し
は
小
円
 披
 
な
こ
と
で
、
ど
こ
の
Ⅲ
 

@
 
・
 
ヰ
 よ
，
、
ヨ
 

・
 @
 

 
 
で
も
 戒
千
で
失
令
 し
た
人
Ⅲ
の
こ
と
 

を
 ぱ
 省
す
る
の
は
祐
一
だ
 ，
 
。
・
 

Ⅱ
 川
 Ⅱ
Ⅱ
に
胱
は
休
み
を
根
る
 ょ
 

う
に
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
・
・
 
比
ぃ
 
>
.
@
 

、
 

お
勧
め
で
は
な
い
け
れ
ど
、
Ⅱ
 川
 Ⅱ
 

Ⅱ
に
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
背
向
が
あ
れ
 

ば
、
今
ま
で
あ
ら
ゆ
る
田
で
の
戦
争
 

で
亡
く
な
ら
れ
た
人
た
ち
や
、
現
住
 

の
Ⅲ
 際
 Ⅱ
 抽
 、
自
分
Ⅰ
Ⅱ
が
 平
抑
推
 

れ
を
促
進
す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
 

が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
な
 レ
 ・
」
を
 

考
 

え
た
ら
悪
く
な
い
だ
ろ
う
・
 
@
 ℡
 ぅ
 

O
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今
年
も
夏
の
長
 い
 日
照
り
が
続
き
ま
 

し
た
ね
。
昔
は
水
田
が
枯
渇
し
な
い
と
 

う
 に
と
、
全
国
で
色
々
な
方
法
で
、
 雨
 

よ
 降
っ
て
く
だ
さ
い
と
 捷
 う
 
甫
 乞い
」
 

0
 億
 式
 が
あ
り
ま
し
た
。
両
年
 W
 史
に
 

か
ん
 
宙
丑
 

「
 早
 拉
の
時
 而
 宮
の
杜
仲
が
波
津
 城
瀬
 

で
 袈
裟
 碇
 方
式
で
雨
乞
 析
持
 を
し
た
」
 

と
あ
り
ま
 す
 。
 

古
代
の
雨
乞
い
で
は
一
三
 セ
 0
 年
臥
 

 
 

拘
 、
推
古
天
皇
の
頃
、
高
 俺
 
（
朝
拝
の
 
 
 

北
の
方
）
の
 脩
 ，
忠
臣
に
雨
乞
い
の
 祈
 

 
 祷
 を
さ
せ
た
と
あ
り
、
七
世
紀
の
皇
 桓
 

天
皇
の
頃
、
牛
馬
を
「
い
け
に
え
」
に
 

神
に
捧
げ
て
雨
乞
い
を
し
た
と
。
当
時
 

は
 雨
が
降
ら
な
い
の
は
為
政
者
の
徳
が
 

足
ら
な
い
か
ら
だ
と
い
う
 碑
治
 思
想
が
 

強
か
っ
た
。
雨
乞
い
は
仏
教
伝
来
に
よ
っ
 

て
 始
ま
っ
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

偕
 栄
西
に
法
華
経
を
括
註
さ
せ
て
雨
の
 

祈
祷
を
さ
せ
た
と
。
 

近
世
の
雨
乞
い
で
す
が
、
昔
は
天
皇
、
 

押
手
が
主
体
を
も
っ
て
い
た
よ
う
で
す
 

が
 、
近
世
は
次
 集
に
 忠
良
に
移
行
し
て
 

い
っ
た
よ
 う
 で
す
。
梅
川
幕
群
体
制
の
 

も
と
で
は
、
各
藩
主
が
 韻
 内
の
俺
 穏
生
 

産
 に
力
を
入
れ
、
一
村
一
杯
で
雨
乞
い
 

を
さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
効
果
の
あ
が
ら
 

な
い
時
は
領
主
の
命
で
、
各
神
社
，
 寺
 

鹿
に
甫
 七
 %
 持
 を
さ
せ
た
。
 

%
 治
 十
六
年
の
友
、
滋
 穏
早
 で
の
 大
 

水
魑
 で
、
南
の
神
に
自
分
の
命
を
賭
け
 

た
 前
田
俊
荒
さ
ん
。
頂
い
見
手
に
か
な
っ
 

て
 大
雨
が
降
り
県
下
の
稲
穂
が
生
を
ふ
 

き
 返
し
た
が
、
彼
は
か
み
に
約
束
を
し
 

た
よ
う
 に
、
 刮
胆
 自
校
を
し
た
，
Ⅱ
 に
 

    

且 ; 。 ;;;                   
Ⅰ . Ⅰ     
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 穏運 枯薄。 

二八 丁 ② て繍篠 内に 

あ ま ご 
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優 パ 優 パこ 
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ト ト 

笘 吉 植 上野 西 総 10 
根木 

ま南拐   
      

    Ⅴ 

ス
 ポ 
 
 ツ 
 
 卓二 

回
 全
九
州
小
学
生
 

ハ
バ
 信
ン
十
 

Ⅱ
 

ハ
ム
 
百
 

と
古
 
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
 日
 
（
 日
 -
 

と
丁
 廿
栢
而
 

年
立
刀
ボ
 l
 中
世
 芋
枯
 

報
 セ
ン
タ
ー
 

男
子
ダ
フ
ル
ス
 

優
勝
河
邨
 窩謂
 ・
山
口
 甘
キ
 

6
 年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
 

二
位
小
木
洋
司
 

三
位
時
価
陽
平
 

6
 年
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
 

二
位
竹
田
亜
由
美
 

三
位
久
野
 納莱
 

5
 年
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
 

優
勝
各
日
智
美
 

4
 年
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
 

三
位
 
時
畑
 亮
太
 

4
 年
生
女
チ
シ
ン
グ
ル
ス
 

三
位
井
上
莉
沙
 

，つ 

  

レ 

" ノ 

O
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Ⅹ
 

Q282-   Ⅰ 515 

粍ト授膨 

と
こ
ろ
 
由
 田
山
坑
内
 

窩
 
◆
 @
 
十
ハ
Ⅰ
 

U
t
u
n
v
 

Ⅰ
 九
 

韓
 %
 ナ
り
わ
革
｜
 

と
き
 
9
 月
旧
日
（
 H
 一
 

と
こ
ろ
宗
像
市
体
育
館
 

0
 男
子
 ダ
 プ
ル
ス
 

一
位
阿
部
 腸
輔
 ・
山
口
 雄
基
 

ベ
ス
ト
 8
 
 大
東
 信
 ，
末
次
 隆
 

0
 女
子
ダ
ブ
ル
ス
 

四
位
時
平
陽
子
，
模
本
麻
美
 

ペ
ス
ト
 8
 
 森
山
妙
用
・
竹
之
内
患
 

0
6
 年
生
男
子
シ
ン
ク
ル
ス
 

一
位
小
木
淳
司
 

二
位
牌
 畑 陽
平
 

四
位
中
務
敬
人
 

0
6
 年
生
女
子
シ
ン
ク
ル
ス
 

一
位
竹
田
亜
由
美
 

二
位
久
野
 納
莱
 

0
5
 年
生
女
子
シ
ッ
ク
ル
ス
 

一
位
谷
口
智
美
 

二
位
片
上
莉
沙
 

四
位
福
島
瑞
穂
 

 
 

と
き
 
9
 円
円
ん
・
㌘
Ⅱ
（
 日
一
 

と
こ
ろ
 松
ケ
台
 ク
ラ
ウ
ン
ド
・
総
合
 

ク
ラ
ウ
ン
ト
 

優
勝
吉
木
 H
 ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
 

 
 
準
優
勝
地
山
田
集
ま
ろ
う
 
会
 

三
位
 
旭
 ク
ラ
プ
ラ
イ
オ
ン
ズ
 

東
 松
原
マ
ッ
ク
ス
 

  

一
 

 
 

と
を
三
月
ひ
口
ハ
 祝
 ）
 

第
 

0
4
 年
生
男
子
以
下
シ
ン
ク
ル
ス
 

三
位
近
藤
年
寿
 

四
位
時
価
亮
太
 

0
4
 年
生
女
子
以
下
シ
ン
ク
ル
ス
 

剣
道
教
室
（
 1
.
2
 

年
生
の
部
）
 

優
勝
 
吹
 m
 隼
人
 

二
位
市
川
麻
衣
 

三
位
平
島
 紘 

剣
道
教
室
（
 3
.
4
 

年
生
の
部
）
 

優
勝
椛
島
社
史
 

二
位
岸
本
梨
紗
 

三
位
佐
藤
成
一
 

剣
道
教
室
（
 5
.
6
 

年
生
の
部
）
 

優
勝
石
崎
里
宰
 

二
位
河
原
章
郎
 

Ⅰ
一
位
松
尾
 祥
吾
 

白
雲
練
成
会
（
 2
 年
生
の
部
）
 

優
勝
町
田
 龍駿
 

二
位
木
原
 修 

三
位
井
上
 に瑛
 

白
雲
練
成
会
（
 3
 年
生
の
部
）
 

優
勝
川
付
人
外
 

二
位
金
本
美
那
 加
 

三
位
木
原
 亮
 

白
雲
練
成
金
（
 4
 年
生
の
部
）
 

ぼ
勝
 
塩
川
恒
彦
 

二
位
神
崎
 史一
 

三
位
佐
藤
良
太
 

白
雲
練
成
会
（
 5
 年
生
の
部
）
 

優
勝
伊
藤
拓
也
 

二
位
 
m
 中
沙
苗
 

三
位
 
辻
亘
 

白
雲
練
成
会
（
 6
 年
生
の
部
）
 

優
勝
大
谷
首
里
 

二
位
池
田
託
生
 

Ⅰ
一
位
吉
田
麻
子
 

中
学
 1
 年
生
の
部
 

優
勝
杉
谷
英
郎
 

二
位
岩
元
 毅 

三
位
畠
中
英
輔
 

 
 [ ⅠⅡⅠ 
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八
幡
 仙
郎
杖
道
大
ム
 

栖
 

ロ
 

と
き
 
9
 月
 6
 口
（
日
）
 

と
こ
ろ
 八
 描
画
柔
道
場
 

小
学
 1
 年
生
の
部
 

三
位
山
本
車
二
郎
 

小
学
 5
 年
生
の
部
 

$
 Ⅰ
 勝
 
生
田
 伍
希
 

中
学
 2
 年
生
男
子
の
部
 

優
勝
高
山
和
秋
 

二
位
中
西
悠
吾
 

三
位
角
田
裕
樹
 

中
学
 2
 年
生
女
子
の
部
 

優
勝
平
山
裕
子
 

二
位
杉
本
美
幸
 

三
位
吉
田
美
由
紀
 

中
学
 3
 年
生
の
部
 

優
勝
古
賀
武
志
 

二
位
畠
中
勇
樹
 

三
位
中
西
い
つ
か
 

戸
正
少
年
相
撲
大
会
一
・
 

ヰ
｜
 

 
 
 
 

と
き
 
9
 月
初
日
（
日
）
 

 
 

と
こ
ろ
 
俺
ム
 ロ
グ
ラ
ウ
ン
ド
相
撲
場
 

（
団
体
の
部
）
 

優
勝
高
倉
 

準
優
勝
吉
木
 

三
位
 
糠
塚
 

（
個
人
の
部
）
 

0
1
 年
生
 

優
勝
上
部
 広 *
 

準
優
勝
深
田
 笘
学
 

一
二
位
 
m
 原
 雄
大
 

0
2
 年
生
 

俵
曲
 
小
水
啓
太
 

準
 徒
前
門
司
直
也
 

三
世
 捷
谷
 良
太
郎
 

0
3
 年
生
 

優
臆
 
小
早
川
棚
Ⅱ
 

準
佐
梼
 
堀
内
祥
平
 

三
位
中
野
主
税
 

0
4
 年
生
 

優
勝
市
川
浩
希
 

準
優
勝
深
田
祐
一
 

Ⅰ
一
位
族
生
直
樹
 

0
5
 年
生
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